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(57)【要約】
【課題】特に挿入部が屈曲した内視鏡を固定した場合で
あっても、前記挿入部の先端を所望の位置に位置決めで
きるとともに、その挿入部先端の位置を保持したまま挿
入部を回動させて観察方向を変更することができる内視
鏡位置決め固定装置の提供を目的としている。
【解決手段】本発明は、屈折した挿入部２３を有し且つ
挿入部２３の先端に観察対象を観察するための対物光学
系を備えた内視鏡７を位置決め固定するための内視鏡位
置決め固定装置１において、内視鏡７の挿入部２３の先
端を所定の軸線２６上に位置決めするための位置決め手
段３と、位置決め手段３によって位置決めされた内視鏡
挿入部先端の軸線２６上の位置を保持したまま、内視鏡
挿入部２３を軸線２６を中心に回動させて、内視鏡７の
観察方向を変更する回動手段４とを具備することを特徴
とする。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  その先端側が基端側の軸線に対して所定
の角度をもって方向付けられている屈折した挿入部を有
し且つ前記挿入部の先端に観察対象を観察するための対
物光学系を備えた内視鏡を位置決め固定するための内視
鏡位置決め固定装置において、
前記内視鏡の挿入部の先端を所定の軸線上に位置決めす
るための位置決め手段と、
前記位置決め手段によって位置決めされた内視鏡挿入部
先端の前記軸線上の位置を保持したまま、内視鏡挿入部
を前記軸線を中心に回動させて、内視鏡の観察方向を変
更する回動手段と、
を具備することを特徴とする内視鏡位置決め固定装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、所望の視野方向が
得られるように、内視鏡、特に硬性鏡の先端部を所定の
位置に位置決めして固定できる内視鏡位置決め固定装置
に関する。
【０００２】
【従来の技術】通常、脳外科や耳鼻咽喉科などでは、手
術用顕微鏡を用いて患部を拡大観察しながら微細な手術
を行なう。また、近年では、特開平８－１３１４５６号
公報に開示されているように、硬性鏡を併用し、顕微鏡
では死角になって見えない部分を硬性鏡（挿入部が硬質
の内視鏡）で観察しながら処置を行なう術式が普及して
きている。この場合、顕微鏡による観察下で内視鏡を使
用することになるため、このような使用目的の内視鏡を
アシストスコープと呼んでいる。
【０００３】アシストスコープは手で把持して用いるこ
ともあるが、術者の片手がアシストスコープの保持で塞
がれたり、アシストスコープを持つ手が疲れて手術に支
障を来たすこともあるため、特開平８－１３１４５６号
公報や特開平７－２７５１８３号公報に開示されるよう
な内視鏡固定装置を用いてアシストスコープを固定的に
支持して使用する方法が提案されている。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】前記アシストスコープ
は、顕微鏡の視野内で使用されるため、顕微鏡の視野を
大きく妨げないように、その挿入部が顕微鏡の観察光軸
に対して斜めに傾けられた状態で患部に挿入される。し
かしながら、患部が深く且つ患部への入口が小さい場合
には、顕微鏡の観察光軸に対して略平行な角度で、アシ
ストスコープの挿入部を挿入しなければならない。この
時、特開平７－２７５１８３号公報に代表されるような
従来の内視鏡固定装置によってアシストスコープを支持
すると、内視鏡固定装置の支持腕部やアシストスコープ
の把持部または操作部が顕微鏡の視野内に入り込み、こ
れによって患部の重要な観察像の一部が覆い隠された
り、処置具の操作領域が制限されて手術が妨げられる場
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合がある。
【０００５】そこで、このような問題を解決するため、
「へ」の字状に屈曲した挿入部を有するアシストスコー
プが提案されている。この屈曲タイプのアシストスコー
プの挿入部は、顕微鏡の視野を妨げないように、その先
端側が基端側の軸線に対して所定の角度をもって方向付
けられている。
【０００６】ところで、このような屈曲タイプのアシス
トスコープの挿入部を前述した従来の内視鏡固定装置で
支持すると、１つの問題が生じる。すなわち、前述した
従来の内視鏡固定装置は、内視鏡を固定するための固定
部を有し、内視鏡の観察方向を変えることができるよう
に内視鏡を前記固定部の回動軸回りに回動させることが
できるようになっているが、屈曲タイプのアシストスコ
ープの挿入部を前記固定部に固定すると、この固定部の
回動軸とアシストスコープの挿入部先端（観察のための
対物光学系が配置されている部分）の位置とが完全にズ
レてしまい、アシストスコープの観察方向を変えるため
にアシストスコープを前記固定部の回動軸回りに回動さ
せると、アシストスコープの挿入部先端が大きく円弧を
描いて顕微鏡視野の外へ移動してしまい、見失ってしま
う虞がある。そのため、観察視野方向を変える場合に
は、一旦、内視鏡固定装置の前記固定部からアシストス
コープを外し、アシストスコープ全体をフリーにして再
度セッティングし直す必要があった。このような作業
は、手術の円滑な進行を妨げる場合がある。
【０００７】また、従来の内視鏡固定装置では、アシス
トスコープの挿入部先端を狭い空間内で回動させること
が無理な場合もあり、使用上の制限を受けることがあっ
た。
【０００８】本発明は前記事情に着目してなされたもの
であり、その目的とするところは、特に挿入部が屈曲し
た内視鏡を固定した場合であっても、前記挿入部の先端
を所望の位置に位置決めできるとともに、その挿入部先
端の位置を保持したまま挿入部を回動させて観察方向を
変更することができる内視鏡位置決め固定装置を提供す
ることにある。
【０００９】
【課題を解決するための手段】前記課題を解決するため
に、本発明は、その先端側が基端側の軸線に対して所定
の角度をもって方向付けられている屈折した挿入部を有
し且つ前記挿入部の先端に観察対象を観察するための対
物光学系を備えた内視鏡を位置決め固定するための内視
鏡位置決め固定装置において、前記内視鏡の挿入部の先
端を所定の軸線上に位置決めするための位置決め手段
と、前記位置決め手段によって位置決めされた内視鏡挿
入部先端の前記軸線上の位置を保持したまま、内視鏡挿
入部を前記軸線を中心に回動させて、内視鏡の観察方向
を変更する回動手段とを具備することを特徴とする。
【００１０】
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【発明の実施の形態】以下、図面を参照しながら、本発
明の実施形態について説明する。
【００１１】図１および図２は本発明の第１の実施形態
を示している。図１には、本実施形態に係る内視鏡位置
決め固定装置１によって内視鏡（硬性鏡）７が保持され
た状態が示されている。図示のように、内視鏡７は、生
体内に挿入される挿入部２３と、挿入部２３の基端に設
けられた把持部８と、把持部８から延び且つ図示しない
イメージガイドコネクタおよびライトガイドコネクタに
連結されたケーブル２４とを備えている。挿入部２３
は、ステンレスパイプ等の硬質材料からなり、中間部が
「く」の字または「へ」の字状に屈折して成形されてい
る。挿入部２３の先端部には、対物レンズが内蔵された
観察窓２５が設けられている。観察窓２５は、斜め方向
を観察できるように、挿入部２３の長手軸方向に対して
所定の角度を成す方向に面して設けられている。また、
挿入部２３には図示しない観察光学系や照明光伝達手段
が内蔵されている。観察光学系および照明光伝達手段は
それぞれ、イメージガイドコネクタおよびライトガイド
コネクタから延設されており、これらのコネクタは、観
察のために、図示しないＴＶカメラ装置および光源装置
に対して着脱自在に接続される。
【００１２】一方、内視鏡位置決め固定装置１は、内視
鏡（硬性鏡）７を保持するための固定部２と、支持アー
ム５によって図示しない取付け基端部に連結された回動
手段としての回動部４と、回動部４と固定部２とを接続
する位置決め手段（位置決め調整手段）としての延長支
持部3とから成る。
【００１３】固定部２は、断面がＵ字状の箱型に成形さ
れており、内視鏡７の把持部８を着脱自在に受けるため
の溝部６を形成している。内視鏡７の把持部８は、直方
体形状を成しており、溝部６内に挟み込まれて着脱自在
に保持される。内視鏡７の把持部８が固定部２から容易
に外れないように、固定部２の側壁には、溝部６内に突
出するように締付けネジ９が螺合して設けられている。
すなわち、この締付けネジ９を締め付けることによっ
て、内視鏡７の把持部８が固定部２に強固に固定される
ようになっている。なお、固定部２およびこれに保持さ
れる内視鏡７の把持部８は、このような構成に限定され
るものではなく、内視鏡７を着脱自在に固定できる形態
であれば、どのような構成であっても良い。
【００１４】また、延長支持部３は、棒状のアーム部１
２の両端にそれぞれボールジョイント１０，１３が設け
られて成り、一方のボールジョイント１０は内視鏡７を
保持する固定部２の下部に接続され、他方のボールジョ
イント１３は回動部４の軸受１５の側壁部に接続されて
いる。各ボールジョイント１０，１３は、一般的に知ら
れた構造のものであり、固定部２および回動部４の軸受
１５と球面軸受け構造を構成して連結し、３６０°の立
体方向に相対的に回動することができる。各ボールジョ
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イント１０，１３にはツマミ１１が設けられており、こ
のツマミ１１を緩めることにより各ボールジョイント１
０，１３を回動させることができ、また、ツマミ１１を
締めることにより各ボールジョイント１０，１３を任意
の回動位置で固定することができるようになっている。
【００１５】なお、アーム部１０の両端はそれぞれ、ボ
ールジョイント１１，１２のボール頭頂部位に接続され
ている。また、アーム部１０の長さは、内視鏡７の挿入
部２３を図中に実線で示す位置（後述する）にセッティ
ングすることができる最適な長さに設定されている。
【００１６】また、回動部４は、筒状の回動体１５が略
円柱状の支軸１４に回動自在に支持されて成る。図２に
詳しく示されるように、支軸１４は、大径の基端部１７
と、基端部１７の先端側に連続して形成され且つ基端部
１７よりも外径が小さい中央軸部１８と、中央軸部１８
の先端側に連続して形成され且つ中央軸部１８よりも外
径が小さいネジ部１９とから成る。中央軸部１８には回
動体１５が被嵌して軸支されており、ネジ部１９にはキ
ャップ状の回動規制ツマミ１６が螺合されている。
【００１７】したがって、このような構成では、回動規
制ツマミ１６を緩めると、中央軸部１８を中心に、具体
的には支軸１４の軸線２６を中心に、回動体１５を３６
０°回動させることができるとともに、回動規制ツマミ
１６を締め付けて回動規制ツマミ１６と支軸１４の基端
部１７との間で回動体１５を挟み込むと、回動体１５の
回動が規制される。
【００１８】支軸１４の基端部１７の基端には、支持ア
ーム５の端子２０が接続固定されている。支持アーム５
は、特開平７－２７５１８３号公報に開示された自在位
置固定器と同様のものであり、球状の駒体２２ａと短い
筒状の駒体２２ｂとを交互にワイヤ５０で数珠つなぎに
連結して構成されている。ワイヤ５０の一端は端子２０
を貫通して固定されており、ワイヤ５０の他端は図示し
ないワイヤ引っ張り手段に固定されている。
【００１９】したがって、このような構成では、ワイヤ
５０を緩めると、複数の駒体２２ａ，２２ｂの連なる形
状を自由に変えることができ、ワイヤ５０を緊張させる
と、支持アーム５の形状を固定することができる。な
お、支持アーム５は、このような構成に限定されるもの
ではなく、アーム形状の変更および固定を自在に行なえ
るものであれば、どのような構成であっても良い。
【００２０】次に、上記構成の内視鏡位置決め固定装置
１の作用について説明する。
【００２１】まず、内視鏡７の把持部８を固定装置１の
固定部２に取付ける。この場合、ネジ９を締め付けるこ
とにより、把持部８を強固に固定することができる。次
に、ボールジョイント１０，１３のツマミ１１を緩め、
ボールジョイント１０，１３が自由に回動できる状態で
内視鏡７を移動させ、図１に実線で示されるように、内
視鏡７の観察窓２５が固定装置１の支軸１４の軸線２６
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の延長線上に位置するように調整する。その後、ツマミ
１１を締めて、ボールジョイント１０，１３を固定す
る。
【００２２】続いて、支持アーム５のワイヤ５０を緩め
て、支持アーム５の形状をフリーにした状態で、内視鏡
７の挿入部２３を患部へと挿入する。挿入部２３を適切
な位置に挿入したら、ワイヤ５０を引張って、支持アー
ム５の形状を固定する。
【００２３】内視鏡７による観察中において、観察視野
方向を変更したい場合には、回動規制ツマミ１６を緩め
て、回動体１５を回動させる。これにより、回動体１５
に連結された延長支持部３および固定部２を介して、内
視鏡７の挿入部２３が支軸１４の軸線２６回りに回動す
る。この時、軸線２６上に位置決めされている挿入部２
３の先端の観察窓２５は、その面する方向が変化して観
察視野方向が変更されるが、その位置が軸線２６上から
変化することは殆どない。すなわち、挿入部２３の観察
窓２５（挿入部２３の先端）は、位置決め調整手段とし
ての延長支持部３によって調整された軸線２６上の位置
が保持されたまま、回動部４によって軸線２６を中心に
回動される。
【００２４】以上のようにして所望の視野方向が得られ
たら、その後、回動規制ツマミ１６を締め付けて、回動
体１５を固定する。
【００２５】以上説明したように、本実施形態の内視鏡
位置決め固定装置１は、形状可変に設けられた延長支持
部３によって内視鏡７の挿入部２３の先端２５を軸線２
６上に位置決めすることができるとともに、延長支持部
３によって位置決めされた内視鏡挿入部先端２５の軸線
２６上の位置を保持したまま、内視鏡挿入部２３を軸線
２６を中心に回動させて、内視鏡７の観察方向を変更す
る回動部４を備えている。すなわち、本実施形態の内視
鏡位置決め固定装置１によれば、挿入部２３が屈曲した
内視鏡７を固定した場合であっても、挿入部２３の先端
２５を所望の位置に位置決めできるとともに、その挿入
部先端２５の位置を保持したまま挿入部２３を回動させ
て観察方向を変更することができる。したがって、汎用
性が非常に高く、挿入部２３が顕微鏡視野の外へ移動し
て術部を損傷させてしまう虞が無く、また、観察視野方
向を変えるために固定装置１から内視鏡７を取り外して
再度セッティングし直す必要が無く、手術を円滑に行な
うことができる。
【００２６】図３および図４は本発明の第２の実施形態
を示している。
【００２７】図３には、本実施形態に係る内視鏡位置決
め固定装置によって内視鏡（硬性鏡）３４が保持された
状態が示されている。図示のように、内視鏡３４は、生
体内に挿入される挿入部３５と、挿入部３５の基端に設
けられた円筒形状の把持部３６（図４参照）と、把持部
３６から延び且つ図示しないイメージガイドコネクタお
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よびライトガイドコネクタに連結されたケーブル３７と
を備えている。挿入部３４は、ステンレスパイプ等の硬
質材料からなり、中間部が「く」の字または「へ」の字
状に屈折して成形されている。具体的には、挿入部３５
は、その基端側が把持部３６の長手中心軸（軸線）３９
と同軸になるように屈折して、把持部３６に接続してい
る。また、挿入部３４の先端部には、対物レンズが内蔵
された観察窓２５が設けられている。観察窓２５は、斜
め方向を観察できるように、挿入部３４の長手軸方向に
対して所定の角度を成す方向に面して設けられている。
また、挿入部３４には図示しない観察光学系や照明光伝
達手段が内蔵されている。
【００２８】一方、内視鏡位置決め固定装置は、内視鏡
３４の把持部３６を被嵌状態で同軸的に把持して固定支
持する固定部２７と、固定部２７に連結され且つ第１の
実施形態の支持アーム５と同様の構成形態を成す支持ア
ーム２８とを備えている。固定部２７は、円筒体をその
長手軸方向で二分割した形状を成す一対の軸受２９をヒ
ンジ３０により開閉自在に連結することによって構成さ
れている。各軸受２９には、固定部２７の軸心３９に対
してヒンジ３０と対称の位置に、板状の凸部３１が設け
られている。また、各凸部３１にはネジ穴３２が設けら
れており、これらのネジ穴３２には、固定部２７を閉じ
るためのツマミ３３を、各凸部３１に跨って捩じ込むこ
とができるようになっている。すなわち、ツマミ３３を
締めたり緩めたりすることにより、固定部２７を開閉で
きるようになっている。なお、支持アーム２８は、固定
部２７のヒンジ３０に固定されている。
【００２９】図４に詳しく示されるように、内視鏡３４
の把持部３６は、その外径が固定部２７の内径と略同一
或いはそれよりも僅かに大きく設定されている。また、
把持部３６の両端面にはフランジ３７，３８が形成され
ている。これらフランジ３７，３８同士は、これらの間
に固定部２７を挟み込むことができる距離だけ離間して
いる。そして、固定部２７がフランジ３７，３８間に挟
み込まれるように把持部３６を確実に把持すると、内視
鏡挿入部３５の先端の観察窓２５が把持部３６の長手中
心軸３９すなわち固定部２７の軸線３９の延長線上に位
置するようになっている。すなわち、固定部２７は、挿
入部３５および把持部と協働して、内視鏡３４の挿入部
３５の先端を所定の軸線３９上に位置決めするための位
置決め手段を構成している。
【００３０】なお、固定部２７は、このような構成に限
定されるものではなく、円筒形状の内視鏡把持部３６を
長手軸回りに回動自在に着脱して観察窓２５を軸線３９
上に位置決めできるものであれば、どのような構成であ
っても良い。また、把持部３６も、上記構成に限定され
るものではなく、固定部２７に回動自在に取り付けられ
るとともに、取り付けられた状態で観察窓２５を軸線３
９上に位置決めできるものであれば、どのような構成で
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7
あっても良い。本実施形態におけるその他の構成は第１
の実施形態と同一である。
【００３１】次に、本実施形態の内視鏡位置決め固定装
置の作用について説明する。
【００３２】まず、固定装置の固定部２７のツマミ３３
を緩めて、ヒンジ３０を開く。続いて、内視鏡３４の把
持部３６を固定装置の固定部２７に取付けて、ヒンジ３
０を閉じ、ツマミ３３を締める。この時、内視鏡挿入部
３５の観察窓２５が軸線３９上に自動的に位置決めされ
る。
【００３３】続いて、支持アーム２８のワイヤを緩め
て、支持アーム２８の形状をフリーにした状態で、内視
鏡３４の挿入部３５を患部へと挿入する。挿入部３５を
適切な位置に挿入したら、ワイヤを引張って、支持アー
ム２８の形状を固定する。
【００３４】内視鏡３４による観察中において、観察視
野方向を変更したい場合には、ツマミ３３を若干緩める
（中程度の締め付け状態にする）。この状態では、ヒン
ジ３３が完全に閉じきっていないため、固定部２７を軸
受けとして把持部３６を軸線３９回りに回動させて観察
視野方向を変更することができる。すなわち、固定部２
７は、前述したように把持部３６とともに位置決め手段
を構成するだけでなく、位置決め手段によって位置決め
された内視鏡挿入部先端２５の軸線３９上の位置を保持
したまま、内視鏡挿入部３５を軸線３９を中心に回動さ
せて、内視鏡３４の観察方向を変更する回動手段を構成
する。なお、この回動時、把持部３６は、フランジ３
７，３８間で挟まれているため、軸線３９の方向に前後
動しない。また、この時、軸線３９上に位置決めされて
いる挿入部３５の先端の観察窓２５は、その面する方向
が変化して観察視野方向が変更されるが、その位置が軸
線３９上から変化することは殆どない。
【００３５】把持部３６を所望の回動位置に設定できた
時点（内視鏡３４による観察視野方向を所望の方向に設
定できた時点）で、ツマミ３３を更に締め込むと、ヒン
ジ３０が完全に閉じ、固定部２７の内周面によって把持
部３６が締め付けられて再度固定される。
【００３６】以上説明したように、本実施形態の内視鏡
位置決め固定装置は、内視鏡３４の挿入部３５の先端２
５を軸線３９上に位置決めすることができるとともに、
位置決めされた内視鏡挿入部先端２５の軸線３９上の位
置を保持したまま、内視鏡挿入部３５を軸線３９を中心
に回動させて、内視鏡３４の観察方向を変更することが
できる。したがって、第１の実施形態と同様の作用効果
が得られる。また、固定部が位置決め手段と回動手段と
を兼ねているため、構造が簡単である。
【００３７】ところで、内視鏡の挿入部の先端に設けら
れた対物レンズの枠の周囲には、特公平５－３７６４９
号公報、特開昭６３－２７８０１９号公報、実開平２－
２７１１２号公報等に開示されているように、ライトガ
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イドファイバがドーナツ状に配設されている場合があ
り、この場合、ライトガイドファイバの先端面にはドー
ナツ型のカバーガラスが配設される。
【００３８】従来、ドーナツ型のカバーガラスの内周側
に設けられた対物光学系のレンズ枠は、その外径がカバ
ーガラスの内径と略同じ寸法に設定されるとともに、ス
テンレス等の金属によって形成されているため、金属の
線膨張係数がガラスの線膨張係数よりも大きいことか
ら、雰囲気温度が高くなった時に、カバーガラス内周が
レンズ枠によって押し広げられ、カバーガラスにクラッ
クが入る可能性があった。
【００３９】そこで、以下では、カバーガラスのクラッ
クの発生を防止できる手段について、図５～図７を参照
しながら説明する。
【００４０】図５は、内視鏡１０１の挿入部の先端部１
０２の断面を示している。図示のように、先端部１０２
の中央には、イメージ系の光学系が設けられており、先
端側から、対物レンズ１０３、イメージガイドファイバ
束１０４が配設されている。対物レンズ１０３の周囲に
は、個々の対物レンズ１０３を支持し且つ長手方向に所
定の間隔を保って対物レンズ１０３を固定するための対
物レンズ枠１０５が設けられている。対物レンズ枠１０
５はステンレスなどの金属によって形成された円筒状の
ものであり、対物レンズ１０３およびイメージガイドフ
ァイバ束１０４は、この対物レンズ枠１０５に接着剤で
固定されている。
【００４１】対物レンズ枠１０５の外周には、先端がド
ーナツ状に接着剤で成形されたライトガイドファイバ束
１０６が配設されている。ライトガイドファイバ束１０
６の先端面には、環状体（ドーナツ）を径方向に沿うラ
インで二分割した形状を成す一対のカバーガラス１０７
が配設されている。これらのカバーガラス１０７は、先
端側表面が粗面になっており、照明光を散乱させて観察
に適した配光を得る機能を有する。
【００４２】ライトガイドファイバ束１０６は、先端口
金１０８を介して、先端枠１０９に固定されている。カ
バーガラス１０７は、直接的に、先端枠１０９に対して
接着固定されている。先端枠１０９の外周には、先端部
１０２の基端に設けられた図示しない湾曲部を覆うため
の湾曲ゴム筒１１０が、糸巻き接着により固定されてい
る。
【００４３】図６は先端部１０２の斜視図である。図中
に斜線でハッチングを施した部分は例えばエポキシ系接
着剤である。この接着剤は、カバーガラス１０７の内周
面と対物レンズ枠１０５の外周面との間の隙間、カバー
ガラス１０７の外周面と先端枠１０９との間の隙間、カ
バーガラス１０７間の隙間にそれぞれ充填されている。
【００４４】次に、上記構成の作用について説明する。
【００４５】雰囲気温度が高くなった場合における対物
レンズ枠１０５およびカバーガラス１０７の状態が図７
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に示されている。図示のように、雰囲気温度が高くなる
と、金属の対物レンズ枠１０５が膨張し、カバーガラス
１０７と対物レンズ枠１０５との間の隙間に存在する接
着剤を介して、カバーガラス１０７にこれを径方向外側
に押圧する力（図中矢印で示す方向の力）が作用する。
カバーガラス１０７は周方向に連続した部分をもってい
ないため（周方向で分割されているため）、押圧力は、
カバーガラス１０７を図中左右に押し広げる方向に作用
し、緩衝帯となる接着剤が左右に広がって、カバーガラ
ス１０７自体を変形させようとする力を緩和する。
【００４６】以上説明したように、上記構成では、雰囲
気温度が高くなって、対物レンズ枠１０５が熱によって
径方向に広がった場合であっても、隣接するカバーガラ
ス１０７間の透過性接着剤がこの広がりに追従して広が
って緩衝帯となり、押圧力が直接にカバーガラス１０７
に作用しなくなるため、ドーナツ型カバーガラス１０７
にクラックが発生することを防止できる。そのため、例
えば輸送中や、加圧蒸気滅菌において、高い温度に内視
鏡がさらされることがあっても、所定の照明光量、所定
の配光性能を発揮することができる。
【００４７】なお、以上のカバーガラス１０７の構成
は、前述した第１および第２の実施形態に係る内視鏡
７，３４の挿入部２３，３５の先端部に設けられた観察
窓２５に適用できることは言うまでもない。また、上記
構成では、カバーガラス１０７が周方向で２つに分割さ
れているが、対物レンズ枠１０５を取り囲むカバーガラ
スを周方向で複数に分割すれば良く、カバーガラスの分
割個数に制限はない。
【００４８】なお、以上説明してきた技術内容によれ
ば、以下に示されるような各種の構成が得られる。
【００４９】１．基端側の軸線に対して先端側の挿入部
が屈曲部を有し、前記挿入部の先端部に観察対象を観察
するための対物光学系を備えた硬性鏡位置決め固定装置
において、前記硬性鏡の基端部を把持する固定部と、前
記硬性鏡を所定の軸回りに回動させる回動部を設け、前
記回動部の回動軸の先端側延長線上に前記対物光学系の
観察窓先端面が位置することを特徴とする硬性鏡位置決
め固定装置。
【００５０】２．挿入部先端において円環状のライトガ*
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*イドファイバ束の中にイメージ光学系を配し、該ライト
ガイドファイバー束の先端面にカバーガラスを配設した
内視鏡において、カバーガラスを直径方向に複数に分割
し、各カバーガラスの周縁を接着剤で充填したことを特
徴とする内視鏡。
【００５１】
【発明の効果】以上説明したように、本発明によれば、
特に挿入部が屈曲した内視鏡を固定した場合であって
も、前記挿入部の先端を所望の位置に位置決めできると
ともに、その挿入部先端の位置を保持したまま挿入部を
回動させて観察方向を変更することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施形態に係る内視鏡位置決め
固定装置の斜視図である。
【図２】図１の内視鏡位置決め固定装置の回動部の側断
面図である。
【図３】本発明の第２の実施形態に係る内視鏡位置決め
固定装置の斜視図である。
【図４】図２の内視鏡位置決め固定装置の軸受の側断面
図である。
【図５】改良されたドーナツ型カバーガラスを有する内
視鏡の先端部の側断面図である。
【図６】図５の内視鏡の先端部の斜視図である。
【図７】雰囲気温度が高くなった場合における、図５の
内視鏡の先端部に設けられた対物レンズ枠およびカバー
ガラスの状態図である。
【符号の説明】
１…内視鏡位置決め固定装置
２…固定部
３…延長支持部（位置決め手段）
４…回動部（回動手段）
７，３４…内視鏡
１５…回動体
２３，３５…挿入部
２５…観察窓
２６，３９…軸線
２７…固定部（位置決め手段、回動手段）
３６…把持部（位置決め手段）

【図２】 【図３】
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